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農地中間管理事業

新しい のかたち

未来へとつなぎたい ふるさとの原風景

田園が広がる農業地域泉崎村。村の農業は、高齢化などによる
担い手不足や農業者の減少により、耕作放棄地が増加する傾向に
あります。その解決策の１つに、農地の集約化が全国的にすすめ
られています。しかし、農地の所有者が自ら利用しない場合にお
いても、人手に委ねることに抵抗感があるなど、借り手側とのミ
スマッチが生じています。 一方で借り手にとっては、経営規模
を拡大することによって、所得水準は上がるものの、ほ場の分散
や農作物の価格が安定しないなどの課題も抱えています。村は、
これらの課題と向き合いながら、国や県と連携を図り、農地中間
管理事業を推進して、農地の集積に取り組んでいきます。

農
地
を「
貸
す
」・「
借
り
る
」

新しい 農 のかたち

私達は、田畑と共に暮らしています。村内に広がるすばらしい
風景は、農地を維持する耕作者の手によって守られてきました。
しかし今、この農地が様々な理由により、耕すことが難しい時代
になってきています。
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いずみざきの農地
村の総面積は35.4Ｋ㎡で、

地目ごとの面積は、田が9.5

Ｋ㎡、畑が4 .5Ｋ㎡であり、

田は、山林に次いで2番目に

多い面積を占めています。

作付け面積については、昨

年度末時点で田畑併せて

1,465ｈaで徐々に減少する傾

向にあります。逆に耕作放棄

地は増え続け、25年度末で約

4.5ｈaにのぼります。

今私達にできることは、先

人から受け継がれてきた農地

を、大切に引き継いでいくこ

とです。

<問い合わせ>
◎泉崎村事業課
産業グループ
又は泉崎村農業委員会
蕁５３・２４３０
◎農地中間管理機構
〔（公財）福島県農業振興公社〕
蕁０２４・５２１・９８４３

農地中間管理事業による農地の借り手の公募
～農地の貸し借り等が新しい制度に変わります～

農地を「借りたい」・「貸したい」流れ

◆
農
地
中
間
管
理
事
業
で
は
、
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
地
域
の
話
し
合
い

等
に
基
づ
き
、
農
地
中
間
管
理
機
構

（
以
下
、
機
構
と
い
う
。
）
が
農
地

の
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
方
か
ら
農

地
を
借
り
受
け
、
規
模
拡
大
を
希
望

す
る
方
へ
農
地
を
面
的
に
ま
と
め
て

貸
し
付
け
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地

域
の
農
地
利
用
の
再
編
を
進
め
る
も

の
で
す
。

◆
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
る
た
め

に
は
、
「
農
地
の
借
り
手
の
公
募
」

に
応
募
し
、
機
構
が
公
表
す
る
応
募

者
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

◆
今
年
度
第
１
回
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
第
２
回
の
募
集
は
平
成
26
年

12
月
の
予
定
で
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成
26
年
８
月
１
日
（金）
か
ら

９
月
１
日
（月）
ま
で
　

【
募
集
方
法
】

所
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

役
場
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
へ
直
接

提
出
す
る
か
、
機
構
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
※
用
紙
は

産
業
グ
ル
ー
プ
で
取
得
く
だ
さ
い
。）

【
応
募
者
リ
ス
ト
の
公
表
】

９
月
下
旬
に
機
構
Ｈ
Ｐ
で
公
表

※農地を貸したい方は、随時申請を受け付けます。産業グループまで問い合わせください。

※農地を借りたい方は、上記の募集期間内に申し込んでください。
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局
地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

り
、
全
国
で
相
次
ぐ
土
砂
災
害
。

本
国
は
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
い
自
然
条
件
が
揃
っ
て
お
り
、

村
内
に
も
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

恐
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
が
点
在
し

て
い
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
重
要

な
の
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
と
土

砂
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
で

す
。
そ
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
国

や
県
が
行
う
対
策
な
ど
の「
公
助
」

だ
け
で
な
く
、
私
達
一
人
一
人
の

「
自
助
」
、
更
に
は
災
害
に
対
す

る
心
構
え
で
す
。

大
雨
や
雷
雨
が
発
生
し
や
す
い

季
節
で
す
。
悪
天
候
の
際
は
、
気

象
庁
が
発
表
す
る
情
報
に
注
意
し

な
が
ら
、
自
宅
だ
け
で
な
く
、
外

出
先
に
お
い
て
も
、
早
め
の
避
難

行
動
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

大
雨
時
に
発
生
し
や
す
い
土
砂
災
害

〜
土
砂
災
害
危
険
個
所
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域
〜■普段から気象情報に注意するよう心掛けてください。

■雨の量や強さにも着目しましょう。

■村内には、土砂災害危険箇所が２箇所存在します。

■地域の警戒区域のエリアを確認しましょう。

[気象情報の流れ]

土砂災害危険箇所

【１】金山沢（ケアハウス付近） 【2】木ノ内（墓地公苑付近）

土砂災害警戒区域（土砂災害防止法施行令第２条に該当する区域）

土砂災害警戒区域　土砂災害の恐れがある区域のこと。

土砂災害特別警戒区域　区域の建物が破壊され、人命に大きな被害が生じる恐れがある区域のこと。
※土砂災害特別警戒区域は、土砂災害警戒区域に含まれます。

県が土砂災害の恐れがある箇所
の地形や地質土地利用などを調査
し、村長の意見を聴取した上で、
土砂災害警戒区域、土砂災害特別
警戒区域を指定します。

雨量30～50㎜/時の非常に強い雨の時は注意が必要です。
※50㎜/時以上は滝のような雨となり、長時間続く場合、土砂災害警戒情報や警報などが発令される。

場　　　　　所
発生原因となる
自然現象の種類

① 太田川字岩崎 （岩　崎） 急傾斜地の崩壊

② 太田川字居平 （居　平） 急傾斜地の崩壊

③ 太田川字金山 （金山沢） 土石流

④ 太田川字小林 （小　林） 急傾斜地の崩壊

⑤ 太田川字小林 （小　林） 急傾斜地の崩壊

⑥ 北平山字行方地 （行方地） 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域

警戒区域／特別警戒区域

警戒区域

警戒区域／特別警戒区域

警戒区域

警戒区域／特別警戒区域

指定区域の種類



今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

（
※
普
通
徴
収
）
及
び
納
付
書
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
納
期

限
内
に
納
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
）
普
通
徴
収
・
・
・
村
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
税
通
知
書
で
個
人
が
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
め
る
方
法
の
こ
と
。
（
年
８
回
）

平
成
25
年
度
村
税
の
納
期
は
全
て
終
了
し

ま
し
た
が
、
未
納
分
が
あ
る
方
は
、
急
ぎ
納

付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

滞
納
分
の
納
入
計
画
な
ど
未
納
に
関
し
て

随
時
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
決
し
て
滞
納

を
放
置
せ
ず
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
月
７
月
31
日
（木）
納
期
の
税
金
等

◇
国
民
健
康
保
険
税
　
第
１
期

◇
介
護
保
険
料
　
第
１
期
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◇
申
込
期
間

７
月
１
日
（火）
〜

９
月
30
日
（火）

◇
そ
の
他

詳
細
は
、
担
当
グ
ル
ー
プ
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼
稚
園
の
遊
具
は
、
子
ど
も
元
気
復
活

交
付
金
を
活
用
し
て
３
月
末
に
更
新
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
原
発
事
故
後
に

放
射
性
物
質
の
付
着
が
心
配
さ
れ
た
遊
具

を
更
新
し
、
子
ど
も
達
が
伸
び
伸
び
と
外

遊
び
が
で
き
る
よ
う
外
遊
び
の
環
境
充
実

を
図
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
、
園
庭

を
一
般
開
放
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
開
放
日
時

泉
崎
幼
稚
園
休
園
日

９
時
〜
16
時

◇
開
放
場
所

幼
稚
園
園
庭
（
遊
具
）

◇
注
意

園
舎
内
の
利
用
は
不
可

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
の
派
遣

事
業
グ
ル
ー
プ
　
蕁
５
３
・
２
１
１
４

幼
稚
園
の
園
庭
を一

般
開
放

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
　
蕁
５
４
・
１
５
３
３

納
税
に
関
す
る
ご
案
内

税
務
グ
ル
ー
プ
　
蕁
５
３
・
２
１
１
３

昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
て

ら
れ
た
一
戸
建
て
木
造
住
宅
に
お
住
ま
い

で
、
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
に
耐
震

診
断
者
を
派
遣
し
ま
す
。

◇
流
れ

住
宅
の
所
有
者
の
求
め
に
応
じ
て
耐

震
診
断
等
を
行
う
技
術
者
を
派
遣

「
一
般
診
断
法
」
に
よ
り
、
地
震
に

対
す
る
安
全
性
を
診
断

第
３
者
審
査
後
、
診
断
結
果
を
交
付

◇
申
込
物
件

（１）
村
に
住
所
を
有
す
る
所
有
者
が
自
ら

居
住
す
る
住
宅

（２）
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
一
戸
建
て
木
造
住
宅

（３）
従
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、
枠

組
壁
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
木
造
３

階
建
て
以
下
の
住
宅

（４）
過
去
に
診
断
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

◇
申
込
方
法

「
診
断
者
派
遣
申
込
書
」
他
必
要
添
付
書

類
を
担
当
グ
ル
ー
プ
へ
提
出

◇
個
人
負
担
額

６，

０
０
０
円

国
保
税
で
未
納
が
あ
る
方

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

今
月
の
納
期

園庭の遊具が一新され
ました。［複合遊具］
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つ
き
１
万
円
×
12
月
）

◇
そ
の
他

今
年
度
は
、
本
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と

し
、
基
準
日
現
在
、
要
介
護
４
又
は
５
の
認

定
者
を
、
本
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
在

宅
介
護
実
績
に
よ
り
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

基
準
日
以
降
に
要
介
護
４
又
は
５
に
認
定

さ
れ
た
場
合
は
、
認
定
日
以
降
１
年
間
の
在

宅
介
護
実
績
に
よ
り
順
次
慰
労
金
を
支
給
し

ま
す
。

な
お
、
対
象
者
に
は
、
村
よ
り
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。

村
内
在
住
の
高
校
生
を
対
象
に
募
集
　
　
　
　

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
高
校

生
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
集
い
は
、
仲
間
と

計
画
し
た
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
と
お

し
て
、
地
域
に
住
む
子
ど
も
達
や
高
齢
者
な

ど
様
々
な
人
達
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
地
域

の
良
さ
を
知
り
、
ふ
る
里
へ
の
愛
着
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
勉
強
や
運

動
の
合
間
を
見
つ
け
て
、
仲
間
と
楽
し
く
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
対
象

村
内
在
住
の
高
校
生

◇
登
録
方
法

氏
名
、
住
所
、
学
校
名
（
学
年
）
を
電
話
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
右
記
ま

で
申
し
込
む
。

家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
に
つ
い
て

要
介
護
４
又
は
５
に
認
定
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

対
し
、
身
体
的
・
精
神
的
及
び
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
や
、
要
介
護
高
齢

者
の
在
宅
生
活
の
継
続
を
目
的
に
、
家
族

介
護
慰
労
金
を
支
給
す
る
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。

◇
対
象
者

本
村
に
住
所
を
有
し
、
要
介
護
４
又
は

５
の
在
宅
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
方

◇
要
件

①
　
在
宅
要
介
護
高
齢
者
を
過
去
１
年
間

（
要
介
護
４
又
は
５
の
認
定
日
以
降
）

介
護
し
て
い
る
家
族
で
、
要
介
護
高
齢

者
と
同
居
し
て
お
り
、
主
に
介
護
に
当

た
っ
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
要
介
護
高

齢
者
と
同
居
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

隣
地
に
居
住
し
て
事
実
上
同
居
に
近
い

形
で
介
護
に
当
た
っ
て
い
る
場
合
等
は
、

実
情
に
応
じ
て
認
め
ま
す
。

②
　
月
の
半
数
を
超
え
る
日
数
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
こ
と
。

③
　
要
介
護
者
の
介
護
保
険
料
が
完
納
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

◇
慰
労
金
の
額

年
額
12
万
円
（
要
介
護
高
齢
者
１
人
に

関
和
久
地
区
の
除
染
仮
置
場

除
染
対
策
グ
ル
ー
プ
　
蕁
５
３
・
２
２
３
６

今
年
度
新
規
事
業
　
　
　

家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

健
康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

蕁
５
４
・
１
３
３
３

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

【
登
録
先
】
中
央
公
民
館
　
蕁
５
３
・
２
２
５
８

（M
ail:shougai@

vill.izum
izaki.fukushim

a.jp

）

現
在
第
４
工
区
と
し
て
除
染
業
務
を
実

施
し
て
い
る
関
和
久
地
区
仮
置
場
の
設
置

場
所
が
決
ま
り
、
造
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

◇
設
置
場
所

関
和
久
字
石
名
田
地
内

（
屠
胴
塚
貯
水
池
東
側
）

◇
面
積：

約
４
千
㎡

搬
入
の
開
始
時
期
は
、
７
月
下
旬
か
ら

８
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

作
業
期
間
中
は
、
車
両
の
往
来
が
多
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
あ
な
た
の
献
血
で

救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
！
〜

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
、
７

月
１
日
〜
31
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
血

液
は
、
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
ば
か
り
か
、
長
期
間
の
保
存
が
き
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
が
「
献
血
」
で
す
。

◇
日
時

７
月
25
日
（金）
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

◇
場
所

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

健
康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

蕁
５
４
・
１
３
３
３
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基礎学力向上推進事業プチスクールが開校
教育委員会主催による「土曜学習」プチ
スクールは、小学５・６年生と、中学生の

約60名が受講し、この日資料館でスタートしました。
開校式で穂積貞子教育長より激励を受けた生徒達は、
早速授業に臨み、小学生担当の仲川和洋先生（上）と、
中学生数学担当の田 真理子先生（右）から、それぞ
れのクラスに分かれ指導を受けていました。

5
24

各
ク
ラ
ス
と
も
定
員
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
受
講
を
希
望
の
方
は
、
学

校
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
蕁
５
４
・
１
５
３
３

〜
毎
週
土
曜
日
特
別
ス
ク
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
〜

土
曜
学
習
授
業
ス
タ
ー
ト

泉崎駅前に花を植栽　
防犯指導隊泉崎分隊による

駅前美化運動が行われ、久保
木村長や中野目議会議長も参加し、駅構
内に300本の花の苗を植えました。

6
12

公民館に花を植栽
ボランティア連絡協議会は、

サルビアやマリーゴールドな
ど800本の花の苗を公民館周辺に植栽し
ました。

6
11

今
年
度
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
約
40
団
体
が
参
加
し
ま
し

た
。
８
月
に
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

村
内
を
花
で
彩
る
〜

花
い
っ
ぱ
い
運
動
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TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び

弓道会がねんりんピック全国大会へ
弓道でねんりんピックの全国大会出

場を決めた有賀路夫さん（右中）と、
穂積とし子さん（左）は、佐々木敏夫村弓道会会
長（右）と共に、村長室を訪れ、全国大会出場を
久保木村長（左中）に伝えました。二人は、5月15

日に開催された同県大会に出場し、有賀さんは個
人男子第３位、また、穂積さんは個人女子第４位
入賞を果たし、10月３日から宇都宮市で開かれる
全国大会に臨みます。

5
26

小学生バレーボール部が県大会へ
第34回全日本バレーボール小学生大

会福島県南地区大会で準優勝し、県大
会への出場を決めた泉崎バレースポーツ少年団男
子チームは、結果報告に久保木村長のもとを訪れ
ました。久保木村長は、メンバーが少ないながら
も頑張った子ども達の努力を称え、選手代表に激
励金を手渡しました。

6
12

中体連総合大会結果
「野球部・卓球部・バスケット部が県大会出場」

泉崎中学校野球部は、ベスト４入りで２年連続の県大会出場。
３位決定戦では、東北中に１対０で勝利した。

ダブルス競技でス
マッシュを決める女
子卓球部

力強いドリブルで
安定した強さをみせ
るバスケット部男子

力
と
技
の
集
大
成

ガンバレ！ 泉崎中
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全国陸上競技大会予選会で中学生が大健闘
陸上競技大会で1500Ｍ走に出場した小針慶大さん（中

2）が優勝、同種目では、長久保南さん（中2）が第３位
に、また、西槇優祐さん（中２）が第４位に入賞、3000Ｍ走では、
小玉歩葵さん（中2）が第4位に入賞し、県大会への出場を決めまし
た。走り幅跳びでは、瀬戸凱地さん（中3）が６位に入賞しました。

5
15

春の山野草展が開催
中央公民館において山野草会展が開催

されました。館内には、会員が持ち寄っ
た自慢の山野草が並べられ、村内外の愛好家達が手
入れの行き届いた野草の魅力を楽しみました。

5
24

年に１度の支部対抗ゴルフ大会
アローレイクカンツリー倶楽部で行われた支部対抗ゴル

フ大会に、９支部から133名が参加しました。大会は、支部
ごとに上位10名のスコアで競われました。団体戦では峠支部が優勝し、
表彰式で箭内ゴルフ部長より松川さんへトロフィーが手渡されました。

5
25

烏峠でボランティア清掃を実施
峠寿クラブは、村のシンボルである烏峠や泉崎横穴にお
いて、環境美化ボランティアを２日間実施しました。こ

の日は、烏峠山頂の神社付近や、円満平などを中心に清掃しました。

5
30

交通安全パレードを披露
第２小学校が交通安全鼓笛パレー

ドを実施しました。パレードでは、
交通安全母の会の会員によるプラカードを先頭
に、児童達が演奏曲に交通安全の思いをのせて
約１キロのコースをパレードしました。

5
26
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印刷のことなら…

〒９６９－0102　泉崎村大字関和久字上野舘203

TEL  0248－54－1500　FAX  0248－53－2030

クック＆クッキング開講
中央公民館事業のクック＆クッキング教室がスター

トしました。講師に、白河市の沼田久シェフを迎え、
身近な食材を使って家庭でも手軽に作れるフランス料理のレシピ
を学びました。当教室は今月から毎月開催され、アレンジのきい
たフランス料理の作り方を学んでいきます。

6
2

英会話教室が開講　
中央公民館事業の英会話教室が開講しました。

幼稚園と小学生を対象としたキッズクラスと一般
のクラスに分かれて講座がスタートし、講師は、村の英語指
導助手スティーブン先生とエリー先生が努めます。講座は、
来年３月まで英会話を学びます。

6
4

小学生が異国文化を学ぶ
教育委員会主催の異文化体験は、天栄村のブリティッ

シュヒルズにおいて１泊２日で行われました。施設に到
着した第一、第二小学校の６年生は、英国の高貴な雰囲気に驚いた
様子でしたが、英会話やテーブルマナーなどの体験プログラムをと
おして、異国の文化を楽しそうに感じとっていました。

6
10

ミニバスケットチームが県南大会で優勝
県南大会に出場した泉崎ミニバスケットボ

ールチームは、順調に勝ち進み、臨んだ決勝
戦では白河城西と対戦し見事勝利しました。県大会は７
月19日、20日に須賀川市などで開催されます。

6
15

直売所にきれいな花！！
お客様にきれいな花を楽しんでいただきたいと、

直売所会員による花植えが行われ、ベゴニアの花
などが駐車場付近に植えられました。

6
13



熱中症は、気温や湿度の上昇により、体温調節機能がうまく働かなくなり、体温が異常に上が
ったり、汗をかいて脱水症状を起こし、めまい、頭痛、吐き気、意識障害などのさまざまな症状
を引き起こします。屋外だけでなく、室内で何もしていない時でも発症し、救急搬送されたり、
場合によっては死亡することもあります。

熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避けること」が重要です！
①水分・塩分補給
●こまめな水分・塩分の補給
※のどの渇きを感じなくてもこまめに水分補給を行う

④外出時の準備
●日傘や帽子の着用
●日陰の利用、こまめな休憩
●通気性の良い、吸湿・速乾の衣服を着用

①　暑さの感じ方は人によって異なります！高齢者の方は特に注意が必要です！
②　まわりが協力して、熱中症予防を呼びかけ合うことが大切です！
③　節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようご注意ください！

②室内環境
●扇風機やエアコンを使った温度調節
※無理してエアコンを使用しないと体調を崩すことが
あります。

●こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など
●こまめな室温確認

③体調管理
●通気性の良い、吸湿・速乾の衣服の着用
●保冷剤、氷、氷枕、冷たいタオルなどによる体の冷却
●こまめな体温測定（特に高齢者、障がい児、障がい
者、子どもなど）

※普段からバランスの良い食事や睡眠、休養をしっか
りとって規則正しい生活を
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誰にでも起こりうる　熱・中・症

暑い夏到来！過信しないで熱中症　

炎天下などは熱中症を意識して、特に幼児や高齢者の発症を未然に防ぎましょう。

万一、熱中症になってしまった時の応急処置

工事なんでも御相談ください（見積もり無料） 
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※小林利男先生は、７月14日と15日が終日休診、７月23日の午後も休診です。
※皮膚科と禁煙外来の診療は、毎週月曜日予約制診療となります。
※菅野先生の診療については直接診療所事務課までお問い合わせください。

泉崎南東北診療所　外来担当医予定表［７月］

月 火 水 木 金 土 日

午　前

北原正樹
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

三浦和久
内科・外科

総合南東北病院医師
心臓血管外科

休
　
　
　
診

菅野拡
内科・胃腸内科
7/7、7/28

小鹿山博之
内科・外科

八木正樹
小児科・内科

胃腸内科
第1・3土曜日
［胃カメラ］

小林奈美江
眼科

緑川博文
心臓血管外科
7/7  第一月曜日

午　後

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

三浦和久
内科・外科

小林利男
第2・4・5土曜日

泉崎南東北診療所　蕁５３・２４１５

・月曜日の眼科診療は午前中のみとなります。
・目の病気についてお困りのことがありましたら眼科をご利用ください。

大腸癌はなぜ増えているのか？！
日本人には胃癌が多く、欧米人には大腸癌

が多いということが言われてきましたが、近
年では日本でも男女ともに大腸癌死亡者数が
増え続けています。
原因としては、牛肉・豚肉など赤身の肉な

ど高脂肪分を多く摂るようになったことが原
因と言われています。喫煙やアルコールの過
剰摂取も原因の一つです。

早期発見・早期治療が重要です！！
予防するには、赤身の肉を控えて、鶏肉や魚中心

の食生活に切り替えましょう。そして、野菜果物、
大豆、海藻などの食物繊維を十分に摂り、適度な運
動を続けることが大腸癌の予防に役立ちます！　
さらに、禁煙やアルコールを控えめにできれば、

大腸癌のリスクが大幅に減るだけでなく、他の癌の
予防や心臓病、脳血管障害、糖尿病といった予防に
もなります。

７月の泉崎南東北公開講座は・・・
◆日時：平成26年7月26日（土） 14：30～16：00

◆会場：保健福祉総合センター（集団検診室）
◆演題：「消化器癌の早期診断と治療 ～内視鏡治療の最前線～」
◆講師 : 総合南東北病院　西野徳之先生

※７月は第1・2・3土曜日の午後が
休診です。

北原正樹
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小鹿山博之
内科・外科

八木正樹
小児科・内科
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５月の人気の本　ベスト５ 調査対象期間：2014.5.1～5.31

一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん

1
仮面同窓会

雫井　脩介著／幻冬舎
(2014年刊)

ひんやりおいしい冷たいスイーツ
宮沢　うらら著／汐文社

(2009年刊)

パパはウルトラセブンママだってウ
ルトラセブン みやにしたつや著

学習研究社(2001年刊)

2
ひかりの魔女

山本　甲士著／双葉社
(2014年刊)

心霊スポットへようこそＵのすす
り泣き　　　　　　　山口　理著

いかだ社(2013年刊)

１４ひきのあさごはん
いわむら　かずお著／童心社

(1986年刊)

4
さくら舞う　立場茶屋おりき
今井　絵美子著／角川春樹事務所

(2006年刊)

テーブルマナー絵本
高野　紀子著／あすなろ書房

(2011年刊)

999ひきのきょうだいのおとうと　
木村　研著／ひさかたチャイルド

(2014年刊)

3
おいしく育てたい　　はじめての
野菜づくり　　　　　　池田書店

(2007年刊)

ルルとララのきらきらゼリー
あんびる　やすこ著／岩崎書店

(2006年刊)

がんばれ！ルルロロ　おきにいり
のワンピース　あいはら　ひろゆ
き著ＫＡＤＯＫＡＷＡ　(2008年刊)

5
和装小物のお洒落

世界文化社
(1994年刊)

こころのふしぎなぜ？どうして？
大野　正人著／高橋書店

(2013年刊)

ぷくみみちゃん
やぎ　たみこ著／白泉社

(2014年刊)

泉崎図書館
蕁５３・４７７９

Ｐａｒｔ３
■中畑純さん花穂ちゃん（５歳）結希ちゃん（３歳）・・・字高屋

図書館は、家から近い所にあり子ども達の好きな絵本も多く、本棚が子ども
の目線の高さに合っているので、選ぶ楽しみがあります。新しい絵本を手にと
ることができ、予約もできるのでとても便利です。好きな絵本は、「うさこちゃ
ん」シリーズや昔話、せなけいこさんの絵本やあきやまただしさんの「へんし
ん」シリーズです。

「夢」は、多くの人がかなえたいと願
うものですが、同時に夢を持つからこ
そ「挫折」や「不安」が生まれます。

そういった夢のネガティブな側面とどう向き合って
いけばいいのか、人は夢と共にどう生きるべきなの
か。しっとり泣けて温かくなれる一冊です。

★★★小中学生の皆様へ★★★
夏休みの宿題となる第60回青少年読書感想文コンク

ール「課題図書」が決定し、「課題図書」や「県推薦
図書」が入荷しました。夏休み中の貸し出しは混雑が
予想されますので、お早めにご利用ください。
★★★夏休みお楽しみ上映会★★★
・日　　時 ７月31日（木）13：30より
・場　　所 図書館研修室
・内　　容 世界名作劇場「完結版赤毛のアン」
・そ の 他 予約不要で参加無料

『それでも僕は夢を見る』
水野敬也作　鉄挙画

／文響社（2014年刊）



広報

いずみざき 14

Information

相
　
談

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接

会
の
開
催

平
成
27
年
３
月
に
新
規
で
大
学

等
を
卒
業
予
定
の
学
生
、
ま
た
は

平
成
24
年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て

現
在
就
職
活
動
中
の
方
を
対
象
に
、

県
内
企
業
と
面
接
す
る
機
会
と
し

て
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
（
※
事
前
の
申
込
み
は
不
要

で
、
参
加
企
業
は
開
催
の
一
週
間

前
に
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
で
公
表
。
）

◇
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

８
月
８
日
（金）
12
時
30
分
〜

◇
合
同
就
職
面
接
会

同
日
14
時
〜
16
時

◇
会
場

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

◇
問

福
島
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

蕁
０
２
４
・
５
２
９
・
７
６
４
９

消
防
吏
員
採
用
候
補
者
試
験
の
案
内

◇
職
種
と
人
員

消
防
吏
員
を
４

名
程
度

◇
受
験
資
格

Ｓ
60
年
４
月
２
日

か
ら
Ｈ
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

◇
試
験
科
目

・
１
次（
教
養
試
験
・
適
性
検
査
）

・
２
次（
身
体
・
体
力
検
査
・
作
文

・
面
接
・
口
述
試
験
）

※
１
次
合
格
者

◇
１
次
試
験
日

９
月
21
日
（日）

◇
会
場

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

◇
受
験
申
込
期
間

７
月
16
日
（水）
〜
８
月
15
日
（金）

◇
そ
の
他

消
防
本
部
及
び
各
消

小
林
伸
幸
・
三
浦
耕
志
朗

◇
問

社
会
福
祉
協
議
会

蕁
５
４
・
１
５
５
５

白
河
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
所
　
　
　

不
動
産
や
会
社
登
記
、
相
続
・

遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、

成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時

８
月
７
日
（木）

17
時
〜
20
時

◇
会
場

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

◇
予
約
先

白
河
司
法
書
士

相
談
セ
ン
タ
ー

蕁
２
３
・
１
７
８
５

原
子
力
賠
償
法
律
相
談
　
　
　
　
　
　

県
で
は
、
福
島
県
弁
護
士
会
と

連
携
し
、
原
子
力
賠
償
に
関
す
る

対
面
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
１
回
30
分
程
度
で
料

金
無
料
の
事
前
予
約
制
で
す
。

◇
日
時

８
月
７
日
（木）

８
時
30
分
〜
17
時

◇
会
場

矢
吹
町
中
央
公
民
館

◇
予
約
先

県
原
子
力
損
害
対
策
課

蕁
０
２
４
・
５
２
３
・
１
５
０
１

多
重
債
務
相
談
の
受
付
　
　
　
　
　
　

借
金
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
る

方
々
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
、
弁
護
士
や
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
へ
の
引
き
継
ぎ

も
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
窓
口

福
島
財
務
事
務
所

・
理
財
課

蕁
０
２
４
・
５
３
３
・
０
０
６
４

行
政
相
談
所

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
「

行
政
相
談
委
員
」
が
、
国
・
県
・

村
の
業
務
な
ど
に
関
す
る
苦
情
や

要
望
、
意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

◇
日
時

７
月
12
日
（土）

10
時
〜
正
午

◇
会
場

保
健
福
祉総

合
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
委
員

木
村
全
孝

◇
問

総
務
グ
ル
ー
プ

蕁
５
３
・
２
１
１
１

労
使
困
り
ご
と
相
談
の
受
付
　
　
　
　

職
場
に
お
け
る
賃
金
や
勤
務
時

間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解
雇
、
退

職
等
に
関
す
る
労
使
間
の
困
り
ご

と
、
ま
た
労
使
関
係
の
疑
問
に
つ

い
て
、
随
時
相
談
を
電
話
な
ど
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
問

県
労
働
委
員
会
事
務
局

蕁
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

こ
こ
ろ
の
相
談
会

心
理
士
に
よ
る
「
心
の
相
談
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
心
の
悩
み
で
お

困
り
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

が
対
象
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
（
事
前
予

約
制
）

◇
日
時

７
月
25
日
（金）

14
時
〜
16
時
　
　
　
　
　
　

◇
会
場

保
健
福
祉総

合
セ
ン
タ
ー

◇
予
約

健
康
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

蕁
５
４
・
１
３
３
３

心
配
ご
と
相
談
所
　

心
配
ご
と
や
、
生
活
全
般
に
関

す
る
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時

７
月
12
日
（土）

10
時
〜
正
午

◇
会
場

保
健
福
祉総

合
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
員

村
の
民
生
委
員

募
　
集



ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
に
関
す
る
講

演
会ア

ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
問
題
、

悩
み
な
ど
、
経
験
談
を
中
心
と
し

た
講
演
で
す
。

◇
日
時

８
月
３
日
（日）
10
時
〜

◇
場
所

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

◇
そ
の
他

申
込
不
要
で
無
料

◇
問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ａ
日
本

ゼ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
ビ
ス

蕁
０
３
・
３
５
９
０
・
５
３
７
７

食
中
毒
が
心
配
な
季
節
で
す
　
　
　
　

食
中
毒
は
、
そ
の
原
因
と
な
る

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
食
べ
物
に
付

着
し
、
体
内
へ
侵
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。
食
中
毒
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
細
菌
な
ど
を
食

べ
物
に
「
つ
け
な
い
」
、
食
べ
物

に
付
着
し
た
細
菌
を
「
増
や
さ
な

い
」
、
食
べ
物
や
調
理
器
具
に
付

着
し
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
「
や

っ
つ
け
る
」
と
い
う
３
つ
が
大
切

で
す
。

県
南
保
健
所

蕁
２
２
・
５
４
８
７（
食
品
衛
生
）

医
薬
品
の
ネ
ッ
ト
販
売
が
ス
タ
ー
ト

大
衆
薬
や
市
販
薬
と
も
呼
ば
れ

る
一
般
用
医
薬
品
は
、
処
方
箋
が

な
く
て
も
薬
局
・
薬
店
で
買
え
る

身
近
な
お
薬
で
す
。
こ
れ
ら
薬
品

の
販
売
ル
ー
ル
が
見
直
さ
れ
、
６

月
12
日
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
薬
品
が
販
売
・
購
入
す
る
こ
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皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。

案
　
内

防
署
・
分
署
に
あ
る
試
験
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
左
記
に

提
出
く
だ
さ
い
。

◇
問

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

消
防
本
部
総
務
課
人
事
係
　

蕁
２
２
・
２
１
６
８

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
出
張
特
別
試
験

一
般
（
高
校
生
含
む
）
を
対
象

と
し
た
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

◇
試
験
日

11
月
30
日
（日）

13
時
30
分
〜

◇
会
場

日
本
大
学
工
学
部

◇
出
願
先

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
福

島
支
部

◇
出
願
期
間

９
月
29
日
（月）
〜

10
月
３
日
（金）

◇
問

東
北
安
全
衛
生

技
術
セ
ン
タ
ー

蕁
０
２
２
・
３
２
３
・
３
１
８
１

放
送
大
学
入
学
生
募
集
　
　
　
　
　
　

放
送
大
学
で
は
、
テ
レ
ビ
等
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

幅
広
い
世
代
の
方
が
入
学
し
て
い

ま
す
。
現
在
本
年
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
出
願
期
限

８
月
31
日
（日）

◇
資
料
請
求

郡
山
市
桑
野
１
―

22
―
21

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
郡
山
女
子
大
学
も
み
じ
館
内
）

◇
問

蕁
０
２
４
・
９
２
１
・
７
４
７
１

行
　
事

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

便
利
に
な
っ
た
反
面
、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ネ
ッ
ト
購
入
利
用
の
際
は
、

Ｈ
Ｐ
「
是
非
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ

ン
」
を
是
非
ご
参
考
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.gov-online.go.jp/

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業

日
本
遺
族
会
で
は
、
政
府
の
委

託
・
補
助
を
受
け
「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
方
々
と

の
友
好
親
善
を
目
的
と
す
る
活
動

で
す
。
な
お
、
詳
細
は
遺
族
会
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nippon-izokukai.

jp/◇
問

財
団
法
人
日
本
遺
族
会

事
務
局

蕁
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１

自分の健康は自分で守ろう。（子宮頸がん検診・骨粗しょう症検診）
■年に一度の集団検診です。自分自身の健康管理のためにぜひ検診を受けましょう。

（注１）配付される受診録を必ずご持参ください。
受診録は過去２年間にどちらかの検診を受けた方

と前年度20歳になった方に配布します。受診希望

者で、受診録が届かなかった方は、健康・福祉グ

ループ蕁54－1333へご連絡ください。

（注２）子宮頸がん検診無料クーポン券が届いた方
は、当日クーポンを持参ください。

子宮頸がん検診

骨粗しょう症検診

20歳以上の女性

30歳以上の女性

午前８時～９時

午後１時～２時

保健福祉総合センター

関和久宿集会所

無　　料

７月２８日（月）

※子宮がん検診を受ける方の服装は、スカートを着用又は持参してください。
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※急患のための制度です。［診療時間　９時～17時］
※変更等もありますので受診は電話で確認してください。月の休日当番医７

7/10
（木）

第19回郵便局長杯グラウンド
ゴルフ大会

17
（木）

なかよしクラブ

11
（金）

花火大会
■可燃ゴミ

16
（水）

■資源ゴミ

18
（金）

終業式
■不燃ゴミ・可燃ゴミ

休日窓口開庁（役場・社協）
支部対抗野球大会

14
（月）
15
（火）

歯科クリニック（フッ素塗布）
■可燃ゴミ

休日窓口開庁（役場・社協）
第2回奉仕作業

５
（火）

■可燃ゴミ
3・4か月児　9・10か月児健診

６
（水）

■粗大ゴミ・資源ゴミ
なかよしクラブ

休日窓口開庁（役場・社協）
第32回体育協会長杯ゲートボー
ル大会
絵画教室

８
（金）

■可燃ゴミ

4
（月）

クック＆クッキング

７
（木）

６・７か月児健康相談
夏休みこども会（福大巡回公演）

★⑦月の月間・週間なあに★
・青少年の非行問題に取り組む全国強調月間
・社会を明るくする運動強調月間
・愛の血液助け合い運動月間
・河川愛護月間　・熱中症予防強化月間
・青い羽根募金強調運動期間（～8月31日）
・全国海難防止強調運動（16～31日）
・森と湖に親しむ旬間（21～31日）

今 月 の 行 事 【 7月10日～8月9日】

8/1
（金）

■不燃ゴミ・可燃ゴミ

30
（水）

■資源ゴミ

岡 　 小 児 科 内 科 医 院
蕁23・7811（結城）

宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク
蕁31・1570（北真舟）

五 十 嵐 歯 科 医 院
蕁23・3473（本町）１3（日）

関 　 医 　 院
蕁23・3003（横町）

大 整 形 外 科
蕁23・9988（昭和町）

岩 谷 歯 科 医 院
蕁42・4363（矢吹町中町）

樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
蕁42・2040（矢吹町大久保）

大 内 科 胃 腸 科
蕁24・1456（道場小路）

海 野 歯 科 医 院
蕁25・7474（西郷村米字西原）２1（月）

■小児科 ■内科・外科 ■歯科

みうら小児クリニック
蕁28・1001（石阿弥陀）

お お ほ り ク リ ニ ッ ク
蕁41・2311（矢吹町八幡町）

か た の 歯 科 医 院
蕁22・8833（結城）２7（日）

２0（日）

7/

わたなべ子どもクリニック
蕁21・2166（老久保）

片倉医院産科・婦人科
蕁23・2459（昭和町）

河 島 歯 科 医 院
蕁23・2739（天神町）３（日）

お か ざ き ク リ ニ ッ ク
蕁23・2551（新白河）

片 倉 ク リ ニ ッ ク
蕁27・2770（立石）

国 馬 歯 科 医 院
蕁45・2781（矢吹町奉行塚）10（日）

8/

予備自衛官とは、普段は社会人や学生として本業を持ちなが
ら、一定の日数の訓練を受けて知識や技能を磨き、災害招集な
どに応じ、自衛官として任務に就く非常勤の自衛隊員です。「即
応予備自衛官」「予備自衛官」「予備自衛官補」の
３つに分けられ、訓練や招集に応じて手当も支給
されます。詳しくは防衛省・自衛隊のＨＰをご覧
ください。http://www.mod.go.jp/index.html

暮らしの情報　創立60周年予備自衛官制度

休日窓口開庁（役場・社協）
プールオープン日
夕涼み会
村民ハイキング（那須塩原）

31
（木）

休日窓口開庁（役場・社協）
休肝日
第８回GIANTS杯福島県中学野球
大会(～10日）
グラスアート教室

一 二 中

育

公

公

保

幼

保
公

公

休日窓口開庁（役場・社協）
行政相談所
心配ごと相談所
授業参観
第2回奉仕作業
グラスアート教室

八

育

保

保

保

幼

さ
児

保
二

公

さ

幼

休日窓口開庁（役場・社協）
第34回村長杯ソフトボール大会

休日窓口開庁（役場・社協）

22
（火）

預かり保育（～８月25日）
早朝受け入れ（～８月25日）
■可燃ゴミ

23
（水）

■資源ゴミ

24
（木）

25
（金）

献血
成人学級
■可燃ゴミ

休日窓口開庁（役場・社協）
ちびっこ夏祭り
泉崎南東北公開講座

休日窓口開庁（役場・社協）
消防操法大会白河支部大会
朝日ラバー杯中学生卓球大会
郵便局長杯ゲートボール大会
盆栽教室

28
（月）

子宮がん検診、骨粗鬆症検診

29
（火）

休肝日
■可燃ゴミ

幼
児

保
公

幼
診

公

中

保

ソ



お
子
さ
ま
の
名
前
　
父
・
母
氏
名

溝
井
　
麻
友
ま

ゆ

ち
ゃ
ん

瑞
彦
さ
ん
・
香
織
さ
ん

緑
川
　
創
士

そ
う
し

く
ん

尚
弘
さ
ん
・
可
那
子
さ
ん

鈴
木
　
ゆ
う
ら
ち
ゃ
ん

孝
さ
ん
・
由
香
さ
ん

金
澤
　
晴
馬

は
る
ま

く
ん

秀
則
さ
ん
・
恵
理
香
さ
ん

新
　
郎
・
新
　
婦

五
十
嵐
　
崇
さ
ん
・
愛
美
さ
ん

小
林
　
弘
典
さ
ん
・
和
美
さ
ん

菊
地
　
鉄
也
さ
ん
・
綾
さ
ん

中
畑
　
幹
雄
さ
ん
（
81
歳
）

塩
田
　
ナ
ツ
さ
ん
（
89
歳
）

秋
山
　
一
重
さ
ん
（
62
歳
）

田
　
　
秀
輝
さ
ん
（
91
歳
）

瀧
口
　
　
亨
さ
ん
（
84
歳
）

草
野
イ
ク
ヨ
さ
ん
（
95
歳
）

緑
川
ト
シ
代
さ
ん
（
93
歳
）

田
　
　
三
二
さ
ん
（
83
歳
）

小
林
　
敏
雄
さ
ん
（
78
歳
）

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.８.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ７ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.８.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ７ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.８.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ７

「
涼
」
を
求
め
て
表
紙
の
撮
影

に
出
発
。
単
純
に
プ
ー
ル
を
思
い

描
き
、
い
ざ
幼
稚
園
へ
。
そ
こ
に

は
、
子
ど
も
達
が
全
身
に
水
を
浴

び
て
、
元
気
に
は
し
ゃ
ぐ
期
待
通

り
の
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。
撮
影

後
、
園
舎
を
通
り
か
か
る
と
ユ
ラ

ユ
ラ
浮
か
ぶ
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
発
見
。

仕
掛
け
人
は
年
少
組
の
園
児
達
。

人
間
は
ク
ラ
ゲ
な
ど
浮
遊
す
る
も

の
に
癒
し
を
感
じ
る
そ
う
で
す
が
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
に
惹
か
れ
て
か
、
年

少
組
の
小
山
愛
莉
ち
ゃ
ん
と
今
井

響
希
く
ん
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
夏
を
迎
え
、

19
日
は
さ
つ
き
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ

ン
。
ま
た
27
日
は
「
消
防
操
法
大

会
」
で
す
。
炎
天
下
、
操
法
技
術

に
磨
き
を
か
け
た
男
達
が
火
消
し

の
腕
を
競
い
ま
す
。
正
直
、
暑
さ

は
御
免
で
す
が
、
こ
の
季
節
し
か

味
わ
え
な
い
夏
の
癒
し
が
待
ち
遠

し
い
気
持
ち
で
す
。

軈
い
ず
み
次
郎
軋
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関和久の西の方に、「カシキ山」と呼ばれる山が
ある。ざっと昔、その山のふもとの古寺というとこ
ろに、文助とマツという夫婦がおった。この夫婦は
貧しかったけど、畑仕事や田んぼ仕事なんかやって、
一生懸命働いて仲良く暮らしていた。頑張って働い
たもんだから、暮らしも少しづつ良くなっていった。
けれど、近くに飲み水がないから、遠くの山まで水
くみに行がねぇどなんね。ある晩、みすぼらしい旅
の坊さまが、この夫婦の家を訪ねた。「旅に疲れて
しまい、すみませんが今晩一晩だけ泊めていただけ
ませんか。」という。文助とマツはかわいそうに思
って、「むさ苦しいところじゃが、良かったら泊ま
ってくがいい。」って坊さまを泊めてあげたんだと。
坊さまは、よっぽど喉がかわいていたとみえて、水
が飲みたいって、手桶から一升ほどの水をうまそう
に、ごくごく飲んだ。さて、文助とマツは夕飯も終
わっちまったもんだから、坊さまにあげる飯が無い。
仕方ないから隣の家さ行って米を借り、水も足りな
いから、暗い夜道を、山寺の「阿弥陀清水」まで水

くみに行った。こうして炊いた飯を、坊さまにご馳
走すると「うまい、うまい」と言って、五合飯をペ
ロリとたいらげ、やっと落ちついたようだった。飯
も終わり、文助夫婦と坊さまは囲炉裏を囲んで、話
をした。文助が、飲み水が無くて困っていることを
伝えると、坊さまは「それでは清水を授けてしんぜ
よう。」と言い、その晩は床に着いた。
次の朝、坊さまは家の周りをあちこち歩き回り、

文助を呼ぶと「ここを掘ってみなされ」とだけ言い
残し姿を消した。文助とマツは、坊さまに教えられ
たところを掘ってみると、板碑が埋まっていた。そ
の板碑を掘り起こすと、なんとそこからこんこんと
水が湧き出した。のちに人々は、ここを「弘法清水」
と呼んでいる。春の四
月三十日と秋の十月二
日には、赤と青の幣束
を供えてお祭りをし
て、ながく坊さんの徳
をたたえている。

今の墓地公苑周辺にある清水のお話。
水の大切さを改めて感じさせます。

話者　小林スイ　［ゆかりの地：カシキ山］

－第９話－

基準日 村 の 人 口（人）
世帯数
（戸）

６月１日
現　　在

男 3,231
6,630 2,027

女 3,399

５月１日
現　　在

男 3,235
6,624 2,020

女 3,389

こ
ち
ら

戸
籍
窓
口

●
お
め
で
た

●
お
祝
い
　

●
お
悔
や
み

＝
編
　
集
　
後
　
記
＝
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朝四時、東山が白味始める頃、朝露を一杯に含んだ小庭の草木花々の
姿は、昨朝のそれと眼を見張るように違います。日の出と共にキラリと
鋭く伸光する穂先に毎朝、今日作新の力を教えられるようです。
大震災・原発事故から三年余、村内外の多くの人々は何らかの被災者と
なりながら、それぞれの悲しみ苦難を受け止め乗り越えようと、今日も
それぞれの立場で懸命です。
来年は、大東亜戦争敗戦七十年になりますが、おぼろげの記憶にある
当時の当村と今日の当村近郷を比較するときに、併せて時折格別の感慨
を持つのは私だけではないと思います。此の世の終わりかと思う程の事
件事故災禍に遭っても、人々は忍耐と叡智と汗によってそれを克服して
きました。一年を通して一番成長する力を朝露と大地から与えられたこ
の季節の草木の様に・・・。未来の当村もその様にありたいと願い、そ
して信じて想う「古里の山は有難きかな・・・」。（26年入梅の朝）

“次回は鈴木よし子さんにバトンタッチ”

泉

崎

俳

句

会

半
眼
の
ま
ぶ
た
金
色
あ
ま
が
え
る
　
　
　
　
秀
　
治

糸
と
ん
ぼ
水
上
の
葉
を
母
艦
と
す
　
　
　
　
　
々

蛇
衣
の
全
長
を
提
げ
女
来
る
　
　
　
　
　
　
圭
　
子

音
消
し
て
里
山
の
景
さ
み
だ
る
る
　
　
　
　
　
々

く
つ
き
り
と
眼
の
抜
け
る
蛇
の
衣
　
　
　
　
和
　
子

遠
く
来
て
会
は
ず
に
帰
る
青
大
将
　
　
　
　
　
々

手
で
開
け
る
店
い
き
い
き
と
夏
大
根
　
　
　
慶
　
奈

水
の
余
地
な
く
睡
蓮
の
咲
き
み
つ
る
　
　
　
　
々

身
を
つ
つ
む
草
木
の
に
ほ
ひ
山
清
水
　
　
　
く
　
に

手
の
平
に
の
り
て
転
び
し
柿
の
花
　
　
　
　
　
々

一
本
の
道
匂
ひ
出
す
著
莪
の
花
　
　
　
　
　
栄
　
子

青
毛
虫
筋
肉
痛
は
明
日
出
る
　
　
　
　
　
　
　
々

祈
る
と
き
十
薬
の
蕊
高
く
あ
り
　
　
　
　
　
潤
　
子

ほ
と
と
ぎ
す
空
よ
り
闇
を
引
き
下
ろ
す
　
　
　
々

曇
天
を
は
が
す
ご
と
く
に
行
々
子
　
　
　
　
堯
　
子

尺
蠖
を
囲
む
言
の
葉
十
色
か
な
　
　
　
　
　
　
々

六
月
の
闇
ひ
と
つ
を
く
滝
ッ
原
　
　
　
　
　
光
　
　

紫
陽
花
の
う
し
ろ
の
闇
の
深
さ
か
な
　
　
　
　
々

ぞ
つ
く
り
と
揃
つ
て
一
人
静
か
な
　
　
　
　
ま
つ
え

一
斉
に
ペ
ン
の
は
し
れ
る
夏
木
陰
　
　
　
　
光
　
郎

山
に
鳥
増
え
て
五
月
雨
月
な
か
ば
　
　
　
　
直
　
子

鑑
賞
句

朝
顔
が
日
ご
と
小
さ
し
父
母
訪
は
な
　
鍵
和
田

子

両
親
と
離
れ
た
所
に
住
ん
で
い
る
作
者
。
し
ば
ら
く

訪
ね
て
い
な
い
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
。
朝
顔
も
数
が

減
り
花
の
大
き
さ
も
小
さ
く
な
っ
て
き
た
。
咲
い
て
い

る
う
ち
に
絶
対
に
行
っ
て
こ
よ
う
と
の
決
意
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

（
五
十
嵐
直
子
）

リレートーク 161 梅宮吉男さん（字新宿）「有り難きかなふる里の大地」

「
み
ん
な
の
広
場
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
や
絵
画
な
ど

を
掲
載
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
発
行
・
編
集
元
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。




